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ばばのばプロジェクト 2024年度活動最終報告書 

 

                           2025年 2月 17 日    

代表 ： 梅田陽斗   

 

私たち、ばばのばプロジェクトは、 「駄菓子を媒介とした多世代間交流の場づくり」 という 

スローガンの基、１年間活動を行った。 

 大人から子ども、そしてお年寄りまでが楽しめる「駄菓子」を媒介として、人と人とが集うきっかけを創出

し、そこでの繋がりづくりを大切にしている。 

 具体的な活動として、毎月第４土曜日に吉岡温泉の古民家を借り行っている「定期イベント」、 

地域のお祭りや公民館などで出店する「出張駄菓子屋さん」、駄菓子“屋さん”からは少し離れ、純粋な駄菓

子の可能性を頼りに、多世代間を繋ぐイベントを開催する「駄菓子を通した交流イベント」の３つが挙げられ

る。今年度は鳥取から倉吉米子、そして西の端の日野まで活動の場を広げ、鳥取県の東西広い地域で駄菓

子を用いた活動を行った。 

 

【今年行った大きなイベント】 

イベント① 「駄菓子を食べながら考えようさんきの未来」  

日時：８月１０日(土) １４時～１７時半 

場所：河原町 散岐地区公民館 

→公民館長の「具体性はなくていいから散岐地区の未来にについて大人と子どもが楽しそうに語ってい

る空間が見てみたい」という一言から始まった企画。 

小中学生２０名と一般の方２５名が５グループに分かれ、駄菓子を媒介にトークやクイズ大会、ジェスチ

ャーゲームなどを行い親睦を深めた後、 散岐の未来について考えるワークショップを行った。 

 

イベント② 「やわ風夏祭り」 

 日時：８月１７日(土) １６時～１９時 

場所：産後ケア やわらかい風  

  →ばばのばが始まった地でもあり、昨年度まで定期イベントを行わせて頂いていた、 

「産後ケアやわらかい風」さんにて開催した夏祭り。 

駄菓子屋さんを中心に様々な夏祭りメニューを作成。地域の方もイベント構想の段階から協力してく

ださり、子どもからお年寄りまで世代を問わず１２２人ものお客さんが集まった 

   ３月２９日(土)には「やわ風春祭り」を実施予定 

 

イベント③ 「日野えんにちまつり」 

 日時：９月３０日(日) １０時～１５時 

 場所：日野町 旧黒坂小学校 グラウンド 

→日野学園学長の「イベントに参加するだけでなく、参画する機会を子どもたちに創ってあげたい」 

という一言から始まった企画。 

えんにち形式のイベントを大枠として考え、その中で小中学生メンバーの「やりたい」を大学生がサポ
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ートする形で進行。小中学生と大学生が一緒に企画を練った。 

当日は駄菓子屋をはじめとした６つのお店が開店し、子どもたちは子供店長としてお店を切り盛りした。 

 

 

イベント④ 「吉岡温泉定期イベント」 

 日時：毎月第４土曜日 １１時～１４時 

 場所：吉岡温泉 一福 

→駄菓子屋さん＋地域の方を巻き込んだイベントを実施。 

     今年度４月からスタートした企画で、見ず知らずの地域に大学生が入り、駄菓子を媒介に地域の方

との交流を行ったり、コミュニティを形成したりすることを目的の基、毎月試行錯誤しながら開催し

ている。 

 

 

【補助金の使用用途】 

・交通費 ・必要機材購入費 

 

 

 

 

【今年度行った（出店した）イベント一覧】 
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【最後に】 

私たちの目的は「ただ駄菓子を売ること」ではありません。 

私達とって駄菓子はあくまで“人と人とを繋ぐ媒介物”なのです。 

そして、大事なのはその“先”だと私たちは考えています。 私たちが作る空間が、人と人との繋がりを介し 

て「どんなに小さなことでもいい、どんな形でもいいから“誰かの何かに”なってほしい」。 

そう願いながら活動に励んでいます。 

 

 

【その他】 

・show and tell プレゼンテーションコンテスト   高校、大学生の部 ファイナリスト 

・県政だより１２月号 表紙掲載 

 

 

 

 

 


